
西多摩地域における地域間幹線系統の
変更案について
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１．補助対象５系統の変更案

地
域 系 統 起点 経由地 終点

日運行回数
（平日）

日運行回数
（休日） 概 要

現状 変更案 現状 変更案

奥
多
摩

奥０９ 鴨沢線 奥多摩駅 深山橋 鴨沢西 ５ ７ ５ ７ 小菅線の平日は廃止、
休日は減回。
減回分は鴨沢線・丹波
線へ一部振り替え。
小菅線は国庫補助の対
象外となる予定。

奥１０ 丹波線 奥多摩駅 深山橋 丹波山村
役場 ３ ４ ６ ５

奥１２ 小菅線
【補助対象路線廃止】 奥多摩駅 深山橋 小菅の湯 ３ ０ ６ ２

あ
き
る
野
・
檜
原

五１０ 数馬線
(五里･五滝10含む)

武蔵五日
市駅

本宿役
場前 数馬 １２ １１ １０ １０

五１８ 藤倉線
(五里18含む)

武蔵五日
市駅

本宿役
場前 藤倉 １２ ８ １０ ５

藤倉線の小岩停留所で
折り返す小岩線を新規
追加し、藤倉線から一
部振り替え。
小岩線は、新規の国庫
補助対象路線として検
討。

五１２ 小岩線
(五里12含む)
【補助対象路線新設】

武蔵五日
市駅

本宿役
場前 小岩 ０ ５ ０ ５

注）日運行回数は１回＝１往復

１−１．補助対象５系統の変更案の概要
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１−２．奥多摩地域の変更案

１．補助対象５系統の変更案

現状

変更後

小菅線 平日：廃止
休日：減回

小菅線減回分を
鴨沢線・丹波線へ
一部振り替え
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１−２．あきる野・檜原地域の変更案

※やまびこ(藤倉線)は今後運行見直し予定

１．補助対象５系統の変更案

現状

藤倉線を減回

小岩線を新規追加し
藤倉線減回分を
一部振り替え

変更後
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２．小菅線の変更案について（小菅線の一部廃止）

2-1. 小菅線一部廃止の背景
●小菅線は、コロナ禍以前より利用状況の低迷が顕著で、輸送量は⾧らく補助要件の１５人

程度で推移、また、平均乗車密度は常に５人を下回り「みなしカット」の対象となっていた。
●一方、これまでに以下の取組を実施してきたが、収支改善の兆しは見られなかった。

平成２６年 ： 「小菅の湯」への延伸、利用の多い「留浦」停留所への経由便新設
平成２９年 ： 村内イベントに合わせたシャトルバスの運行開始
令和 元年 ： 平日便の減回と休日便の増回、「留浦」停留所への経由便増回

●コロナ禍となった令和２年度、令和３年度は輸送量が１５人を下回ることとなった。
●現在は国の特例措置により補助を受けながら運行を継続しているが、令和６年９月末の運行

分で特例が終了となる見込み（国担当から提示）。

2-2. 今後の小菅線のあり方について（令和6年10月1日から変更予定）
●路線廃止も検討したが、沿線住民感情への配慮と、観光利用者の移動手段確保のため、

路線は存続の上一部運行便数を残し、今後は以下の通り変更
・平日は廃止
・休日は減回

その上で、平日・休日ともに丹波線、鴨沢線へ一部振り替えを実施
●なお、以上により、国庫補助制度の要件から除外され、奥多摩町・小菅村による市町村単独

補助系統に移行する。

2-3. 廃止後の小菅村からのアクセス対応策
●現在も小菅村営バスが村内から奥多摩町内の「大津久」停留所まで接続しており、これを

代替交通手段とする。そのため「大津久」までは最低限の運行便数を確保する。
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３．藤倉線の変更案（藤倉線見直し）と小岩線の新設について

3-1. 藤倉線変更の背景
●藤倉線は、コロナ禍以前より利用状況の低迷が顕著で、平均乗車密度は常に５人を下回り、

常に「みなしカット」の対象となっている。
●一方、沿線地域では令和３年に観光施設が相次いで新設され、一定程度の需要を見た。

・「檜原森のおもちゃ美術館」の開設（小沢停留所付近）
・「ひのはらファクトリー」の開設 （夏地停留所付近）

●また、これまでに以下の取組を実施してきたが、収支改善にはつながらなかった。
・沿線施設とコラボした「路線バスの旅きっぷ檜原村２DAYS」の発売
・西東京バスと檜原村のキャラクターをコラボしたラッピングバスの運行
・休日運行回数の増回

●さらに、終点付近の藤倉地区では人口減少が著しく、当地区を運行する檜原村のデマンドバ
ス「やまびこ」藤倉線の廃止も決定となった。

3-2. 今後の藤倉線のあり方について（令和6年10月1日から変更予定）
●以上から、需要動向を踏まえて 今後は以下の通り変更する

・藤倉線の平日・休日を減回
沿線住民の通学・買い物利用に支障をきたさないよう、一部振り替えを実施

・途中停留所「小岩」で折り返す系統を新設（小岩線；武蔵五日市駅～小岩）
・小岩線は、新規の国庫補助対象路線への繰り入れを検討

（みなし運行系統「武蔵五日市駅～やすらぎの里～小岩」を含む）
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４．その他の系統の変更案について（早朝・夜間便の変更）

4-1. その他の系統の現状について
●奥多摩エリア及びあきる野・檜原エリア双方において、始発・終発便は市町村の単独補助

系統にて運行を実施。
・奥多摩エリア ：奥多摩駅～留浦線（奥多摩町）
・あきる野・檜原エリア ：武蔵五日市駅～払沢の滝入口線（檜原村）

●しかしながら、ポストコロナによる新しい生活様式の定着等により、両エリアともに、早
朝・夜間帯の利用が顕著に減少している。

●特に、夜間帯の利用低迷は顕著で、日中の利用動向から推察する、この傾向が定着するもの
とみられる。

4-2. その他の系統の今後のあり方について
●小菅線、藤倉線の見直しにあわせ、単独補助系統についても需要に見合った見直しを実施し、

終発の繰り上げ、始発の繰り下げを実施する。
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5．法定計画の修正箇所について

5-1. 法定計画の主な修正箇所について

奥多摩
（小菅線補助対象外）

あきる野・檜原
（小岩線新設・新規補助対象）

地域公共交通の位置づ
けと役割分担

R6年9月末、国庫補助対象外系統予定の
旨を記載

R6年10月から国庫補助対象系統新設の
旨を記載

数値指
標と目
標値

利用者数 減便・振替路線は、現在の利用状況から
推計し、現状維持を目標利用人数とする
ことで再整理
変更のない路線のみ、１％増の目標利用
人数として再整理
【第３回協議会時点】143,000人/年
【今回】 142,000人/年

減便・振替路線は、現在の利用状況から
推計し、現状維持を目標利用人数とする
ことで再整理
変更のない路線のみ、１％増の目標利用
人数として再整理
【第３回協議会時点】296,000人/年
【今回】 294,000人/年

公共交通に
係る自治体
の財政負担
額

小菅線平日便廃止に伴うエリア内系統の
便数見直しにより、奥多摩町負担額の目
標値を再整理
【第３回協議会時点】39,000千円/年
【今回】 38,000千円/年

小岩線新設・藤倉線便数減に伴うエリア
内系統の便数見直しにより、あきる野
市・檜原村の負担額の目標値を再整理
【第３回協議会時点】30,000千円/年
【今回】 24,000千円/年

エリア内地
域公共交通
の収支率

小菅線平日便廃止に伴うエリア内系統の
便数見直しにより、収支・補助の試算を
再整理
【第３回協議会時点】51.3％
【今回】 53.2％

小岩線新設・藤倉線便数減に伴うエリア
内系統の便数見直しにより、収支・補助
の試算を再整理
【第３回協議会時点】52.7％
【今回】 55.6％

補助系統に係る事業及
び実施主体の概要

小菅線を国庫補助対象外系統として修正 小岩線を国庫補助対象系統として追加
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（参考資料）

参考1. 運行回数の変更案【奥多摩地域】

・小菅線の平日を廃止。休日は減回し丹波線、鴨沢線へ一部振り替え
・他系統についても、需要動向に応じて見直し
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（参考資料）

参考２. 運行回数の変更案【あきる野・檜原地域】

・藤倉線を減回し、「小岩」で折り返す系統を新設
・他系統についても、需要動向に応じて見直し



２．輸送量・平均乗車密度

丹波線 小菅線 鴨沢線 数馬線 藤倉線 小岩線

2022年度実績 19.6 16.7 31.1 69.3 54.7 －

変　更　案 17.6 3.7 45.3 69.6 44.6 20.0

差　　　異 -2.0 -13.0 14.2 0.3 -10.1 －

2022年度実績 4.9 4.3 5.1 4.9 4.3 －

変　更　案 4.1 5.3 5.6 5.8 5.8 4.0

差　　　異 -0.8 1.0 0.5 0.9 1.5 －

輸
送
量

乗
車
密
度
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（参考資料）

参考３. 輸送量・平均乗車密度の実績及び変更案の見込み

・変更案は、年間運行日数を、平日243日・土休日122日と想定して試算。（臨時増発回数を除く）
・日平均運行回数×平均乗車密度（＝輸送量）が１５.０を下回ると国庫補助対象系統から除外となる。
・平均乗車密度が５.０を下回ると「みなしカット」（補助額控除）対象となる。

資料）国土交通省 地域交通課

【平均乗車密度】
バスに乗っている乗客数の全線での平均
輸送人キロ（人・km）÷ 実車走行キロ（km）


